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野田市スポーツ推進審議会条例 
 

平成２３年１２月２０日 
野田市条例第３１号 

改正 平成２４年７月１３日条例第１８号 
平成２８年７月２９日条例第２１号 
平成３１年３月２６日条例第６号 
令和元年９月２５日条例第１３号 

 

野田市スポーツ振興審議会設置に関する条例（昭和４８年野田市条例第３８号）の全部

を改正する。 

（設置） 

第１条 スポーツ基本法（平成２３年法律第７８号。以下「法」という。）第３１条の規

定に基づき、野田市スポーツ推進審議会（以下「審議会」という。）を設置する。 

（所掌事務） 

第２条 審議会は、市長の諮問に応じ、スポーツの推進に関する次の各号に掲げる事項に

ついて調査審議し、答申する。 

（１） 法第１０条第１項に規定する地方スポーツ推進計画に関すること。 

（２） 法第３５条の規定による補助金の交付に関すること。 

（３） 前２号に掲げるもののほか、市長が必要と認める事項 

２ 審議会は、前項の規定による答申のほか、スポーツの推進に関して、市長に意見を述

べることができる。 

（平３１条例６・一部改正） 

（組織） 

第３条 審議会は、委員１５人以内で組織する。 

（平２４条例１８・平２８条例２１・一部改正） 

（委員） 

第４条 委員は、次の各号に掲げる者のうちから市長が委嘱する。 

（１） スポーツ団体を代表する者 

（２） 地域スポーツの実情に詳しい者 

（３） 公募に応じた市民 

（４） その他市長が必要と認める者 

（平２４条例１８・平３１条例６・令元条例１３・一部改正） 

（任期） 

第５条 委員の任期は、２年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間と

する。 

２ 委員は、再任されることができる。 

（会長及び副会長） 

第６条 審議会に会長及び副会長を置き、委員の互選により選任する。 

２ 会長は、会務を総理し、審議会を代表する。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を代理する。 

（会議） 

第７条 審議会の会議は、会長が招集し、議長となる。 

２ 審議会は、委員の半数以上が出席しなければ、会議を開くことができない。 

３ 会議の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところに

よる。 



（委任） 

第８条 この条例に定めるもののほか、審議会の運営に関し必要な事項は、会長が審議会

に諮って定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、公布の日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例の施行の際現にこの条例による改正前の野田市スポーツ振興審議会設置に

関する条例第１条の規定により設置された野田市スポーツ振興審議会（以下「旧審議会」

という。）の委員である者は、この条例の施行の日に、この条例による改正後の野田市

スポーツ推進審議会条例（以下「新条例」という。）第４条の規定により野田市スポー

ツ推進審議会（以下「新審議会」という。）の委員として委嘱されたものとみなす。こ

の場合において、その委嘱されたものとみなされる者の任期は、新条例第５条第１項の

規定にかかわらず、同日における旧審議会の委員としての任期の残任期間と同一の期間

とする。 

３ この条例の施行の際現に旧審議会の会長である者又は副会長である者は、それぞれ、

この条例の施行の日に、新条例第６条第１項の規定により新審議会の会長又は副会長と

して選任されたものとみなす。 

附 則（平成２４年７月１３日野田市条例第１８号抄） 

（施行期日） 

１ この条例は、平成２４年８月１日から施行する。ただし、次の各号に掲げる規定は、

当該各号に定める日から施行する。 

（１）から（１０）まで 略 

（１１） 第２３条の規定 平成２６年５月１日 

附 則（平成２８年７月２９日野田市条例第２１号抄） 

この条例は、次の各号に掲げる区分に応じ、当該各号に定める日から施行する。 

（１）から（５）まで 略 

（６） 第６条の規定 平成３０年５月１日 

附 則（平成３１年３月２６日野田市条例第６号抄） 

（施行期日） 

１ この条例は、平成３１年４月１日から施行する。 

附 則（令和元年９月２５日野田市条例第１３号抄） 

（施行期日） 

１ この条例は、令和元年１０月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例の施行の際現にこの条例による改正前のそれぞれの条例（野田市自転車等放

置防止に関する条例を除く。次項において「旧各条例」という。）の規定に基づき附属

機関の委員として委嘱又は任命されている者については、その任期中に限り、この条例

による改正後のそれぞれの条例（野田市自転車等放置防止に関する条例を除く。次項に

おいて「新各条例」という。）の規定に基づき附属機関の委員として委嘱又は任命され

た者とみなす。 

３ この条例の施行の際現に旧各条例の規定に基づき附属機関の会長若しくは委員長又

は副会長若しくは副委員長（以下「会長等」という。）として選任されている委員につ

いては、その任期中に限り、新各条例の規定に基づき附属機関の会長等として選任され

た委員とみなす。 



頁 項目 区分 頁 項目

見直し 3 はじめに

見直し 6 第１部 我が国における今後のスポーツ施策の方向性

1 第１章 第２期スポーツ基本計画の策定に当たって 6 　第１章 社会変化の中で改めて捉える「スポーツの価値」

1 　１ スポーツ庁の創設と第２期スポーツ基本計画 新規 6 　　１．第２期計画の総括的な評価

1 　２ 第２期スポーツ基本計画の概要 9 　　２．スポーツ基本計画における「スポーツ」の捉え方

2 　３ 第２期スポーツ基本計画が目指すもの 新規 11 　　３．新型コロナウイルス感染症の影響と東京大会の開催を通じて再確認された「スポーツの価値」

3 第２章 中長期的なスポーツ政策の基本方針 見直し 14 　第２章 中長期的なスポーツ政策の基本方針と第３期計画における「新たな視点」

3 　１ スポーツで「人生」が変わる！ 　　第３期計画において推進するための新たな３つの視点

4 　２ スポーツで「社会」を変える！ 　　①スポーツを「つくる／はぐくむ」

5 　３ スポーツで「世界」とつながる！ 　　②「あつまり」、スポーツを「ともに」行い、「つながり」を感じる

6 　４ スポーツで「未来」を創る！ 　　③スポーツに「誰もがアクセス」できる

18 第２部 今後取り組むべきスポーツ施策と目標

新規 18 　第１章 東京大会のスポーツ・レガシーの継承・発展に向けて、特に重点的に取り組むべき施策

新規 23 　第２章 「新たな３つの視点」を支える具体的な施策

23 　　１．スポーツを「つくる／はぐくむ」（新たな視点①）

25 　　２．「あつまり」、スポーツを「ともに」行い、「つながり」を感じる（新たな視点②）

26 　　３．スポーツに「誰もがアクセス」できる（新たな視点③）

7 第３章 今後５年間に総合的かつ計画的に取り組む施策 28 　第３章 今後５年間に総合的かつ計画的に取り組む施策

7 　１ スポーツを「する」「みる」「ささえる」スポーツ参画人口の拡大と， そのための人材育成・場の充実 28 　　（１）多様な主体におけるスポーツの機会創出

7 　（１）スポーツ参画人口の拡大 新規 36 　　（２）スポーツ界におけるＤＸの推進

10 　（２）スポーツ環境の基盤となる「人材」と「場」の充実 38 　　（３）国際競技力の向上

17 　２ スポーツを通じた活力があり絆の強い社会の実現 43 　　（４）スポーツの国際交流・協力

17 　（１）スポーツを通じた共生社会等の実現 47 　　（５）スポーツによる健康増進

21 　（２）スポーツを通じた経済・地域の活性化 50 　　（６）スポーツの成長産業化

23 　（３）スポーツを通じた国際社会の調和ある発展への貢献 51 　　（７）スポーツによる地方創生、まちづくり

26 　３ 国際競技力の向上に向けた強力で持続可能な人材育成や環境整備 55 　　（８）スポーツを通じた共生社会の実現

30 　４ クリーンでフェアなスポーツの推進によるスポーツの価値の向上 58 　　（９）担い手となるスポーツ団体のガバナンス改革・経営力強化

58 　　（１０）スポーツの推進に不可欠な「ハード」「ソフト」「人材」

66 　　（１１）スポーツを実施する者の安全・安心の確保

68 　　（１２）スポーツ・インテグリティの確保

33 第４章 施策の総合的かつ計画的な推進のために必要な事項 73 　第４章 施策の総合的かつ計画的な推進のために必要な事項

33 　１ 計画の広報活動の推進 見直し 73 　　１．第３期計画における取組・施策の実効性を高めるためのＥＢＰＭの推進

33 　２ 計画実施のための財源の確保と効率的・効果的な活用 74 　　２．第３期計画の広報活動の推進

33 　３ 計画の進捗状況の定期的な検証 75 　　３．第３期計画実施のための財源の確保と効率的・効果的な活用

新規 76 　　４．第３期計画を支える様々な主体に期待される役割とそれに対する支援

35 参考資料 79 おわりに

37 　○第２期スポーツ基本計画のポイント

38 　○第２期スポーツ基本計画 概要

43 　○参考データ集

第２期（平成２９年度～令和３年度） 第３期（令和４年度～令和８年度）

国／スポーツ基本計画

オリンピック・パラリンピックの開催の
経験を今後の日本のスポーツの在り方に
どのように継承・発展していくか、従前
の方法に加えて新たな考え方・視点・手
法を取り入れて取り組むこととした

第２期計画の４つの目標を踏襲した上で、社会変
化に伴って３つの新たな視点が必要となった

第２期計画でできる限り成果指標を設定し、第３
期計画でその評価を実施した

旧計画の施策を以下の観点から再整理した

・スポーツの振興を図る
⇒（１）～（４）

・社会活性化・社会課題の解決を図る
⇒（５）～（８）

・上記の施策実現のための基盤・体制
確保
⇒（９）～（１２）

ＤＸ（データとデジタル技術の活用による変革）の
導入によりリモートでの新たなスポーツ機会の創出
など追加

「スポーツの主役は国民」であり、またその機会
を提供する地方公共団体やスポーツ団体、民間事
業者等も主役であることを追加

３つの新たな視点ごとに重点施策を整理し、具体
的な施策は第３章に記載している



頁 項目 区分 頁 項目

第１２次「千葉県体育・スポーツ推進計画」イメージ 新規 はじめに 『今こそ、スポーツの力で』

新規 計画の概要

1 第１章 計画の策定に当たって 1 第１章 計画の策定に当たって

1 　１ 計画策定の背景 3 　１ 計画策定の背景

1 　（１） 体育・スポーツの価値 3 　（１）これまでの計画

1 　（２） 本県が進めてきた体育・スポーツ推進への取組 4 　（２）本県で進めてきた取組

新規 5 　（３）本県のスポーツに関する現状

新規 6 　（４）スポーツを取り巻く環境の変化

新規 8 　（５）これからの本県のスポーツ推進に向けて

2 　２ 計画の性格 9 　２ 計画の性格

3 　３ 計画の期間 9 　３ 計画の期間

4 　第２章 千葉県体育・スポーツ推進の基本的な考え方 11 第２章 千葉県体育・スポーツ推進の基本的な考え方

4 　１ 千葉県体育・スポーツ推進の基本理念 12 　１ 千葉県体育・スポーツ推進の基本理念

新規 12 　「知る」から広がる充実スポーツライフ

4 　（１）超高齢社会に備えた体育・スポーツの推進 見直し 14 　（１）健康で活力ある生活の実現

4 　（２）障害者の体育・スポーツの推進 新規 14 　（２）互いに支え合うコミュニティの形成

4 　（３）オリンピック・パラリンピックのアクションとレガシー 見直し 14 　（３）パラスポーツの充実・発展

新規 15 　２ 計画の構成

4 　２ 千葉県体育・スポーツ推進計画各リンクの概要 16 　３ 各リンクの概要

11 第３章 これからのスポーツ推進施策<６つのリンク> 21 第３章 これからのスポーツ推進施策

11 　リンクＡ 子どもの体力向上と学校体育活動の充実 見直し 23 　リンクＡ 子どもの体育・スポーツ活動の充実と体力の向上

26 　リンクＢ 運動・スポーツを楽しむための健康・体力づくり 見直し 35 　リンクＢ 人生を豊かにするスポーツの推進

32 　リンクＣ スポーツ環境の整備 新規 41 　リンクＣ 誰もがともに楽しめるパラスポーツの推進

41 　リンクＤ 競技力の向上 45 　リンクＤ スポーツ環境の整備・充実

55 　リンクＥ 東京オリンピック・パラリンピックを契機としたスポーツの推進 見直し 54 　リンクＥ 競技力の向上とクリーンでフェアなスポーツの推進

61 　リンクＦ スポーツによる地域づくりの推進 見直し 64 　リンクＦ スポーツの価値の発信とスポーツによる地域づくり

67 第４章 本計画を進めるに当たって 71 第４章 本計画を進めるに当たって

１ 計画実現に向けた体制 73 １ 計画実現に向けた体制

２ 計画の進捗状況の把握と点検・評価 74 ２ 計画の進捗状況の把握と点検・評価

69 指標 75 ３ 第１３次「千葉県体育・スポーツ推進計画」指標

70 参考資料 77 資料

第１２次（平成２９年度～令和３年度） 第１３次（令和４年度～令和８年度）

千葉県／体育・スポーツ推進計画

アンケートから主な項目を取り上げた

コロナウイルスによる影響を追加

これまでの取組と現状、環境の変化を踏まえて今後の目標を整理
した

「する・みる・ささえる」スポーツの基盤として「知る」という
要素を加えた

地域コミュニティの形成を新たに追加

新しい生活様式でのスポーツ習慣の定着や生活習慣病・ロコモ
ティブシンドロームの予防など追加

個々の発達段階に応じた支援の充実や、地域と連携した部活動の推
進など追加

東京パラリンピックの経験を踏まえ新たなリンクとして追加

オリンピックアスリート強化・支援事業や新しい生活様式に対応し
たＩＣＴ環境の整備など追加

計画を推進するための６つの施策はお互
いに関連し合い連携していることから
「リンク」と表記した

オリンピック・パラリンピックのレガシーの継承・発展など追加











































































































 

 

 

 

 

 

第１３次 
千 葉 県 

体育・スポーツ 
推進計画 

 

令和４年３月    
千葉県教育委員会 

 

「する・みる・ささえる」 

スポーツのさらなる推進 
 

～ 「知る」から広がる 

充実スポーツライフ ～ 
 

 

≪概要版≫ 



千葉県体育・スポーツ推進の基本理念 

社会生活に多大な影響を及ぼしている新型コロナウイルス感染症への対応や、超高齢社会の到来、

共生社会の実現等、社会における課題やスポーツを取り巻く情勢の変化、また第１２次計画の成果

と課題を踏まえ、これからの本県におけるスポーツ推進の基本理念を以下のとおり掲げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「知る」から広がる充実スポーツライフ 

スポーツには、「する」だけでなく、「みる」「ささえる」といった関わり方があります。 

さらに本計画では、「する・みる・ささえる」スポーツの基盤となる「スポーツを知る」という

関わり方が、スポーツを推進する上で重要であると考えています。 
「スポーツを知る」とは、身体を動かす楽しさやできるようになる喜びなどの「スポーツが有

する価値の中核を知る」、健康・体力の保持増進やストレスの発散などの「スポーツの効果を知

る」「する・みる・ささえる」スポーツにつながる「スポーツの行い方を知る」そして、共生社

会や地方創生・まちづくりなどの社会的な側面における「スポーツの必要性を知る」といった多

面的な要素があります。 

スポーツの楽しさや喜び、効果などを知ることで、スポーツを好きになったり始める動機づけ

になったりします。また、「する・みる・ささえる」に関わる具体的な行い方を知ることで、ス

ポーツがより身近に、より深く、より楽しく充実します。さらにこれらの結果、スポーツに親し

む人が増え、社会的な波及効果が見込まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「する・みる・ささえる」スポーツのさらなる推進 
～ 「知る」から広がる充実スポーツライフ ～ 

 

全ての県民が、スポーツの意義や価値を理解する（スポーツを知る）ことにより、ライフステ

ージに応じた多様なスポーツに日常的に親しみ、健康で活力ある生活を送り、互いに支え合うコ

ミュニティを形成する。 

東京オリンピック・パラリンピックを契機としてパラスポーツを充実・発展させる。 

 

【 スポーツの価値を知る 】 

【 スポーツの効果を知る 】 

【 スポーツの行い方を知る 】 

「楽しさ」「喜び」 

遊び方 

見方 

支え方 

爽快感 

達成感 
連帯感 

精神的な充足感 

ストレスの発散 

生活習慣の予防 

コミュニケーション能力 

思いやり 

フェアプレイ精神 

楽しみ方 

ルール 

伝え方 

技術 参加の仕方 

経済の活性化 

一人一人が輝く 
共生社会の実現 

地方創生 
まちづくり 健康増進 

健康なまちづくり 

【 スポーツの必要性を知る 】 



健康で活力ある生活の実現 
本県では、第１２次計画の策定時より、超高齢社会を見据え、高齢期においても健康で生き

生きと暮らすことを目指し、「健康ちば２１の推進」をはじめ、「働き盛り・子育て世代のスポ

ーツの推進」、「シニアスポーツの推進」等、様々な取組を展開してきました。本計画では、ラ

イフステージに応じた多様なスポーツを日常的に、また幼児期からシニア世代まで継続的に行

うことを推進し、心身の健康増進や生きがいに満ちた生活の実現を目指します。 

互いに支え合うコミュニティの形成 
人口減少と少子高齢化が進み、近年の社会情勢の変化により、地域における人との関わりが

薄れてきている中、スポーツは人や地域を結びつける大きな力になります。本計画では、各市

町村や各種スポーツ団体と連携を図りながら、人や地域の関りを中心としたスポーツ活動の活

性化を推進し、地域コミュニティの形成へつなげていきます。 

パラスポーツの充実・発展 
本計画では、東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会の開催効果を一過性のもの

とすることなく、これまでの取組で芽生えてきた障害のある人のスポーツへの意欲を実際の参画

につなげ、パラスポーツへの参画人口の拡大を更に推進するとともに、引き続きパラアスリート

の発掘・育成や強化への取組も充実させていきます。また、誰もが分け隔てなく一緒に楽しむこ

とができるパラスポーツを普及・振興するとともに、障害のある人が生き生きと自分らしくスポ

ーツに参加できる環境の整備を進め、新しいコミュニティを生み出し、一人一人が輝く共生社会

の実現を目指します。 

 

計画の期間 
令和４年度から令和８年度にわたる５年間 

計画の構成 

本計画では、基本理念の実現に向けて、６つの施策に各事業を整理しました。それぞれの施策

や事業が、他と密接に関わり合い、連携し合うことで、県全体のスポーツ振興を推進していきま

す。６つの施策は、全て同等に重要であり、独立して行われるのではなく、お互いに関連してい

ることから、第１２次計画を継承し、各施策を「リンク」と表記します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リンク A 

子どもの体育・ 

スポーツ活動の 

充実と体力の向上 

リンク B 

人生を豊かにする 

スポーツの推進 

リンクＣ 

誰もがともに楽しめる 

パラスポーツの推進 

リンク D 

スポーツ環境の整備・ 

充実 

リンク E 

競技力の向上と 

クリーンでフェアな 

スポーツの推進 

リンク F 

スポーツの価値の発信と 

スポーツによる地域づくり 



 

施策１ 幼児期における運動遊びの充実                      
 

 

 

 

 

 

施策２ 学校体育活動の充実                             

 

 

 

 

 

 

 

施策３ 児童生徒の体力の向上                            

 

 

 

 

施策４ スポーツライフの基盤となる運動部活動の充実と在り方の検討           

 

 

 

 

 

施策５ 心身の健全な発達を支える食育の推進                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    子どもの体育・スポーツ活動の充実と体力の向上 

【目標】 楽しく体を動かす遊びを通して、運動習慣の基盤を作り、運動能力の基礎を 

培います。 

【取組】 ・家庭教育リーフレットの配付     ・ホームページでの情報提供 

・「幼児期運動指針」を踏まえた指導者（保育者）の研修の推進  

・幼児教育アドバイザーを活用した研修の推進 

【目標】 教科体育・体育的活動の指導力の向上及び、個々の発達段階を踏まえた支援の充実と

指導内容の明確化を図ります。 

【取組】 ・千葉県学校体育研究大会、各種研修会の開催   ・学校体育研究指定校事業 

・トップ・プロスポーツと連携したスポーツの推進 

・パラスポーツを通じた交流及び共同学習の推進 

・個々の発達段階に応じた支援の充実と指導内容の明確化 

【目標】 児童生徒の体力の向上に努めるとともに、運動の習慣化を推進します。  

【取組】 ・体力・運動能力調査の実施       ・運動能力証の交付 

・いきいきちばっ子コンテスト「遊・友スポーツランキングちば」の実施 

【目標】 生徒の興味関心・ニーズに応じた活動及び、地域と連携した部活動の推進を図ります。 

【取組】 ・地域部活動推進事業        ・スポーツエキスパート活用事業 

・部活動指導員配置事業       ・中・高等学校運動部活動指導者講習会 

・安全で充実した運動部活動のためのガイドラインの活用 

【目標】 発達段階に応じた食育を推進します。 

【取組】 ・食に関する指導事業           ・地域における食育指導推進事業 

・高等学校と連携した食育活動支援事業  

・学校給食における千産千消デーの取組  ・食育の啓発と情報提供 

リンクＡ 

 

  



 

 

施策１ ライフステージに応じたスポーツ習慣の定着と健康の増進                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策２ 多様化するスポーツライフの充実・発展                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策１ パラスポーツの推進                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策２ パラアスリートへの強化・支援の推進                      

 

 

 

 

 

      人生を豊かにするスポーツの推進 

【目標】 新しい生活様式でのライフステージに応じたスポーツ習慣の定着と健康の増進を図る

とともに、高齢者の健康づくり及び介護予防を推進します。 

【取組】 ・スポーツ推進月間の実施       ・リーフレットの作成・配付 

・ライフステージに応じたスポーツの情報発信 

・総合型地域スポーツクラブに対する支援 

・老人クラブでのシニアスポーツ推進 

・ねんりんピックへの選手団派遣 

・千葉県福祉ふれあいプラザにおける 

介護予防に資する運動の場の提供 

【目標 】 日常的に多様なスポーツに親しみ、スポーツ習慣の定着と健康の増進を図ります。 

【取組 】 ・健康ちば２１（第２次）の推進に係る各種啓発事業 

・情報共有システムの構築      ・スポーツイベント等の情報発信 

・多様なスポーツの情報発信     ・スポーツ施設の情報発信 

リンクＢ 

      誰もがともに楽しめるパラスポーツの推進 

【目標】 パラスポーツを通じた共生社会へ向けての環境づくりを推進します。 

【取組】  ・パラスポーツを通じた交流及び共同学習の推進 

・パラアスリート等による学校訪問の実施  ・パラスポーツフェスタの開催 

・パラスポーツ競技体験会への支援    ・市町村地域で実施する取組への支援 

・指導者講習会・研修会の充実       ・パラスポーツの広報の強化 

・障害者スポーツ大会等のイベント開催及び選手団の派遣 

・パラスポーツ組織の整備 

・千葉県障害者スポーツ・レクリエーションセンターの活用 

・千葉障がい者スポーツ指導者協議会との連携 

 

【目標 】 パラアスリートの発掘・育成及び環境整備、競技力向上への支援に努めます。 

【取組 】 ・パラ競技組織の支援体制の充実   ・競技人口の増加に向けた取組 

・パラスポーツにおける競技ボランティア、介助者や競技パートナー等の養成 

・共生社会におけるアスリート支援  ・合宿・遠征等への強化・支援 

 

リンクＣ 

 

 

 



 

施策 １ 人材の育成                                 

 

 

 

 

 

施策２ 施設の整備と有効活用                            

 

 

 

 

 

 

施策３ 誰もがスポーツに参加できる組織基盤の充実・発展                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策 １ 選手の発掘・育成・強化及び指導者の養成・資質向上                

 

 

 

 

 

 

施策２ 競技力向上のための環境整備                         

 

 

 

 

【目標】 誰もがスポーツに参加できる組織基盤の充実・発展を図ります。 

【取組】 ・総合型地域スポーツクラブに対する支援   ・パラスポーツへの取組を推進 

・スポーツ関係団体との情報共有と情報発信の推進 

・県スポーツ施設指定管理団体への情報提供 

・千葉県スポーツ協会の充実と発展    ・千葉県スポーツ推進委員連合会の充実 

・学校体育団体の充実                 ・千葉県レクリエーション協会の充実 

・千葉県障がい者スポーツ協会との連携 

      スポーツ環境の整備・充実 

【目標】 スポーツ指導者の養成と指導力の向上、指導者の有効活用を推進します。 

【取組】 ・指導者養成講習会の実施         ・指導者の資質の向上の推進 

・要項や受賞者紹介等、表彰制度の周知   ・千葉県知事表彰 

・生涯スポーツ功労者・生涯スポーツ優良団体の表彰   

・競技力向上推進本部表彰         ・いきいきちばっ子コンテスト 

【目標】 耐震化・バリアフリー化の推進と老朽化施設の再整備・機能向上を図り、安全安心にスポーツができ

る環境を提供するとともに、県立学校体育施設の有効活用を推進します。 

【取組】 ・総合スポーツセンター施設整備事業 

 ・総合スポーツセンター体育館整備事業 

 ・公園施設長寿命化対策支援事業    

・県立学校体育施設開放事業 

リンクＤ 

      競技力の向上とクリーンでフェアなスポーツの推進 

【目標】 個々の選手及びチームの競技力向上を推進します。 

【取組】 ・国体選手強化・サポート事業      ・ちばジュニア強化事業 

・ＷＰＮ（ワールドクラス・パスウェイ・ネットワーク）の活用 

・オリンピックアスリート強化・支援事業 

・指導者の養成・確保・資質向上と適正配置 

【目標】 計画的に競技用具の整備を進めるとともに、 

トップチームを支援し、競技団体の強化環境を整えます。 

【取組】 ・競技用具等整備事業          ・トップチーム支援事業 

・公共スポーツ施設の有効活用      ・選手・指導者の参加条件の整備 

・ＩＣＴを活用した新しい強化様式の整備 

リンクＥ 

 

 



 

 

 

 

施策４ 組織・調査等の充実                              

 

 

 

 

 

施策５ 競技スポーツの充実及び好循環                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策１ アスリートと連携したスポーツの価値の発信                        

 

 

 

 

施策２ 地域資源を生かしたスポーツライフの推進と千葉の魅力発信            

 

 

 

 

 

施策３ オリンピック・パラリンピックのレガシーの継承・発展                          

 

 

 

 

 

 

 

【目標】 効果的な選手強化のためにスポーツ医・科学の活用を推進します。 

【取組】 ・基礎能力測定・障害相談・栄養相談の実施 

・スポーツドクター・アスレティックトレーナー等の派遣  ・メディカルチェックの実施 

・ドーピング防止啓発活動の普及         ・女性アスリート強化・支援の充実 

【目標】 オリンピック・パラリンピックの無形のレガシーを継承するとともに、オリンピック・パラリン

ピックのレガシーを有効活用した地域の活性化を推進します。 

【取組】 ・オリンピック ・ パラリンピック教育の理念の継承 

・パラスポーツ等を通じた交流及び共同学習の推進 

・競技団体等と連携した学校訪問       ・JOC オリンピック教室 

・ホストタウン相手国等との国際理解・国際交流の促進 

・マリンスポーツを活用した地域の魅力向上     ・「新たなスポーツ」の周知・研究 

      スポーツの価値の発信とスポーツによる地域づくり 

【目標】 知るから広がる「する・みる・ささえる」スポーツの更なる推進を図ります。 

【取組】 ・ちば夢チャレンジかなえ隊派遣事業  ・ちば夢チャレンジ☆パスポート・プロジェクト 

・トップ・プロスポーツ連絡協議会 

【目標】 地域資源を活用したスポーツの振興とともに、健康づくりや体力向上の機運の醸成と、

ライフステージに応じた運動習慣の定着を図ります。 

【取組】 ・ちばアクアラインマラソンの開催    ・スポーツツーリズムの推進 

・スポーツボランティア活動の推進 

リンクＦ 

【目標】 国体選手選考、パラアスリートを取り巻く組織体制の整備、強化活動調査事業や競技力

向上対策を行います。 

【取組】 ・千葉県競技力向上推進本部会議等の開催  ・研修等による組織力の向上 

・国体選手選考・強化活動調査事業      ・優秀選手及び優秀監督の表彰 

・広報活動の充実 

【目標】 各競技会の充実と競技人口の拡大を図るとともに、トップアスリート等の能力活用を推進します。 

【取組】 ・競技スポーツへの参加の裾野拡大     ・トップアスリート等活用事業 

 ・アスリートキャリア開発                ・国際スポーツ交流への協力 

 ・教育・研修プログラムの推進 

施策３ スポーツ医・科学の積極的な活用                       
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野田市地区運動会補助金交付要綱 

 

平成３０年３月３０日 

野田市告示第６７号 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、地区運動会を実施する団体に対し、予算の範囲内において交

付する野田市地区運動会補助金（以下「補助金」という。）に関し、野田市補助金

等交付規則（平成２８年野田市規則第１３号。以下「規則」という。）に定めるも

ののほか、必要な事項を定めるものとする。 

（定義） 

第２条 この要綱において、「地区運動会」とは、地域の住民が健康の増進及び住

民相互の交流の促進を図るため、体育、スポーツ又はレクリエーションの活動とし

て実施する行事をいう。 

（交付対象者） 

第３条 補助金の交付の対象となる者は、次の各号のいずれにも該当する団体とす

る。 

（１） 自治会等（野田市自治会等交付金及び自治会長等報償金交付規則（平成１

１年野田市規則第２４号）に規定する自治会等をいう。以下同じ。）又は隣接す

る複数の自治会等により構成される団体であること。 

（２） 実施する地区運動会の参加の対象となる世帯の数（以下「対象世帯数」と

いう。）が５００を超える団体又は対象世帯数が５００以下の団体のうち市長が

認めるものであること。 

（補助金の額等） 

第４条 補助金の交付の対象となる経費（以下「補助対象経費」という。）、交付

基準額及び補助金の額は、別表のとおりとする。 

（交付の申請） 

第５条 規則第３条の規定による交付の申請は、野田市地区運動会補助金交付申請

書（別記第１号様式）によるものとする。 

（交付の決定等の通知） 

第６条 規則第４条の規定による通知は、野田市地区運動会補助金交付（不交付）

決定通知書（別記第２号様式）によるものとする。 

（変更の申請） 

第７条 規則第６条の規定による変更の申請は、野田市地区運動会補助金変更交付

申請書（別記第３号様式）によるものとする。 

（変更の承認等の通知） 

第８条 規則第７条の規定による通知は、野田市地区運動会補助金変更承認（不承



認）通知書（別記第４号様式）によるものとする。 

（概算払の請求） 

第９条 規則第８条の規定による概算払の請求は、野田市地区運動会補助金概算払

請求書（別記第５号様式）によるものとする。 

（実績報告） 

第１０条 規則第９条の規定による実績報告は、野田市地区運動会補助金実績報告

書（別記第６号様式）によるものとする。 

（補助金の額の確定の通知） 

第１１条 規則第１０条の規定による通知は、野田市地区運動会補助金交付額確定

通知書（別記第７号様式）によるものとする。 

（補助金の交付の請求） 

第１２条 規則第１１条第１項の規定による補助金の交付の請求は、野田市地区運

動会補助金交付請求書（別記第８号様式）によるものとする。 

（補則） 

第１３条 この要綱の実施に関し必要な事項は、別に定める。 

附 則 

この告示は、平成３０年４月１日から施行する。 

 

 

別表（第４条） 

補助対象経費 交付基準額 補助金の額 

地区運動会に

要する経費の

うち市長が認

めるもの 

次により算定した額の合計額とする。 

１ 対象世帯数（１０世帯未満の端数があるときは、これを切り

上げる。）に７０円を乗じて得た額 

２ 次に掲げる対象世帯数の区分に応じて、それぞれ定める額 

(１) ５００以下 ７６，０００円 

(２) ５００を超え１，０００以下 ７９，０００円 

(３) １，０００を超え１，５００以下 ９３，０００円 

(４) １，５００を超え２，０００以下 ９７，０００円 

(５) ２，０００を超え２，５００以下 １１０，０００円 

(６) ２，５００を超え３，０００以下 １１５，０００円 

(７) ３，０００を超え３，５００以下 １３０，０００円 

(８) ３，５００を超え４，０００以下 １３６，０００円 

(９) ４，０００を超え４，５００以下 １４２，０００円 

(１０) ４，５００を超える １５０，０００円 

補助対象経費の

２分の１に相当す

る額と交付基準額

とを比較して少な

い方の額を限度と

する。 

 


